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第２回「中海沿岸農地排水不良ワーキング・グループ」について 

 
１ 開催日時 平成２３年７月２２日（金）１４：００～１６：００ 
 
２ 出席機関 国土交通省中国地方整備局出雲河川事務所 

農林水産省中国四国農政局整備部 
鳥取県企画部企画課、農林水産部農地・水保全課、西部総合事務所県民局、

西部総合事務所農林局 
米子市企画部企画課、経済部農林課 

 
３ 協議事項  

（１）排水不良対策でのほ場の客土高について 
地下水位のモニタリング結果を参考に客土高等について検討した。 

 
（２）工事残土情報の共有化について 

    既存の「鳥取県西部地区建設発生残土対策協議会」等を活用しながら、工事によ

る残土がでる時期、土質等の情報を共有する仕組みを検討した。 
 
（３）農地排水不良解消事業等について 
   事業化を図るうえでの諸課題等について検討した。 

 
４ 今後の予定 

 上記協議事項を基に、 
  ①中海の水位があがる８月から９月ごろにかけて、中海にでる排水路出口の砂・泥

等の滞積や樋門の状況等の現地調査の実施 
②残土搬入した崎津モデル地区での営農状況等の調査 

  ③土地改良事業等の情報の提供・支援方法や事業化を図るうえでの諸課題の整理 
  ④地下水位のモニタリング結果の分析 
  ⑤鳥取県西部地区建設発生残土対策協議会」の活用 
   
   上記検討項目を整理し、次回開催を１１月頃に予定 
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中海の利活用に関するワーキンググループの検討状況について 

平成２３年７月２７日 
 

 

【ワーキンググループ概要】 

 

  趣 旨：関係機関が集まり、ともに未来に向かって中海の豊かな自然の恵みを活用、継承して 

      いくための取組を考え、「利活用アイデア」として提案をまとめる。 

 

  参 加：鳥取県企画課 水･大気環境課 西部総合事務所県民局 生活環境局 

      島根県政策企画監室 環境政策課 自然環境課 

      中国地方整備局出雲河川事務所 

      中国四国地方環境事務所米子自然環境事務所 

      米子市企画課 境港市地域振興課 

      松江市大橋川治水事業推進課 安来市基盤整備部国・県事業推進室  

      東出雲町農林建設課 

     （※下線は事務局。内容により上記以外の部課も適宜参加） 

 

 

 

【ＷＧ開催経過】 

 

  ○ＷＧ打合せ会 

   日時：平成２２年６月２２日 

   内容：設置の趣旨、参加する機関・部署、検討の方向性等について確認、意見交換。 

   

  ○第１回ＷＧ 

   日時：平成２２年９月２日 

   内容：設置要綱を確認。検討のテーマを協議。 

     （テーマ：一体感の醸成～中海でつながる～ 水面のスポーツ利用～中海に親しむ遊ぶ 

海藻の利用 ～中海で循環する～  食文化 ～中海の恵みをいただく～  

環境学習 ～中海を知る～） 

 

  ○第２回ＷＧ 

   日時：平成２２年１１月８日 

   内容：現在取り組まれている既存事業等を整理。 

      検討の方法を確認し、テーマ毎にアイデア出しの作業へ。 

 

  ○第３回ＷＧ 

   日時：平成２３年３月１７日 

   内容：各機関からの利活用アイデア（たたき台）を集約、方向性について確認。 

      協議した項目は別添のとおり。 

 

  ○第４回ＷＧ 

   日時：平成２３年６月２９日 

   内容：活用アイデア（たたき台）について、既存事業・既存団体との関わりや実現可能性、 

    経費面など、個別具体的な内容について検討し、効果・波及度、実現性が高いもの 

   (既に実施中含め)などをセレクト。 
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中
海

の
利

活
用

ア
イ

デ
ア
(案

)
【
一

体
感

の
醸

成
】
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
「
中

海
憲

章
」
（仮

称
）
の

制
定

（
一

人
ひ

と
り

の
環

境
活

動
の

行
動

指
針

と
し

て
圏

域
共

通
の

言
葉

「
憲

章
」
を

定
め

る
）

【
湖

面
湖

岸
の

利
用

】
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中

海
周

遊
サ

イ
ク

リ
ン

グ
の

推
進

（
中

海
周

遊
コ

ー
ス

の
設

定
な

ど
環

境
を

整
備

し
「
サ

イ
ク

リ
ン

グ
の

メ
ッ

カ
」
と

し
て

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
を

図
る

）

【
湖

面
湖

岸
の

利
用

】
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中

海
周

遊
「
EV

カ
ー

で
エ

コ
ツ

ア
ー

」
の

推
進

（
充

電
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

等
に

取
り

組
み

安
心

し
て

走
行

で
き

る
ル

ー
ト

を
実

現
、

「
環

境
に

や
さ

し
い

ま
ち

」
を
PR

）

【
藻

の
利

活
用

】
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中

海
の

「
藻

」の
活

用
※

H
2
3
年

度
両
県
連
携
実
施
中

（
海

藻
を

回
収

し
て

産
業

な
ど

へ
利

用
す

る
こ

と
に

よ
り

中
海

の
藻

の
循

環
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

）

【
食

文
化

】
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
「
（
仮

）
中

海
エ

シ
カ

ル
フ

ー
ド

」
の

開
発

・
提

供
（
中

海
産

品
の

復
権

を
目

指
し

て
公

共
施

設
等

で
中

海
メ

ニ
ュ

ー
を

提
供

す
る

）

【
一

体
感

の
醸

成
】
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

に
よ

る
情

報
発

信
※

H
2
3
年

度
両
県
連
携
実
施
中

（
こ

こ
を

見
れ

ば
「
中

海
宍

道
湖

が
「
わ

か
る

」
「
保

全
に

参
画

で
き

る
」、

情
報

発
信

の
拠

点
づ

く
り

）

【
環

境
教

育
】
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

普
及

啓
発

の
取

組
※

H
2
3
年

度
両
県
連
携
実
施
中

（
中

海
の

豊
か

な
自

然
・
環

境
を

守
り

、
育

て
、

次
代

に
つ

な
げ

る
取

組
を

進
め

る
）

【
一

体
感

の
醸

成
】
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
「
日

本
風

景
街

道
」
の

推
進

（
宍

道
湖

・
中

海
・
大

山
圏

域
の

「
日

本
風

景
街

道
」
活

動
を

県
境

を
越

え
て

推
進

す
る

）

中
海

の
利

活
用
W
G
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「
中

海
憲

章
（
仮

称
）
の

制
定

」
～

一
体

感
の

醸
成

～

中
海

の
美

し
く
豊

か
な

自
然

環
境

を
、

み
ん

な
の

貴
重

な
財

産
と

し
て

守
り

、
次

代
に

引
き

継
い

で
い

く

た
め

、
中

海
を

取
り

巻
く
地

域
が

一
体

と
な

っ
て

一
緒

に
行

動
し

て
い

く
た

め
の

共
通

の
言

葉
「中

海
憲

章
（仮

称
）」

を
制

定
す

る
。

○
検

討
組

織
（
「
中

海
憲

章
（
仮

称
）
制

定
委

員
会

」
（
仮

称
）
）
を

立
ち

上
げ

、
関

係
す

る
行

政
機

関
、

学
識

経
験

者
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
な

ど
環

境
活

動
団

体
等

か
ら

意
見

を
伺

い
、

憲
章

（
案

）
を

起
草

、
圏

域
へ

広
く
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

を
募

る
。

・
憲

章
（
仮

）
は

、
地

域
住

民
、

行
政

か
ら

来
訪

者
ま

で
、

中
海

に
か

か
わ

る
す

べ
て

の
人

々
に

と
っ

て
、

わ
か

り
や

す
く
、

な
じ

み
や

す
い

も
の

に
。

・
広

く
圏

域
に

浸
透

し
、

中
海

を
守

る
活

動
・
取

組
が

さ
ら

に
進

む
契

機
と

な
る

こ
と

を
期

待
。

○
制

定
に

あ
わ

せ
、

憲
章

に
盛

り
込

ん
だ

理
念

や
指

針
を

実
行

す
る

記
念

事
業

や
イ

ベ
ン

ト
等

を
開

催
す

る
。

○
圏

域
の

小
学

校
、

公
民

館
等

へ
校

内
、

館
内

へ
の

掲
示

や
関

連
行

事
の

実
施

な
ど

に
つ

い
て

要
請

。
活

動
の

契
機

と
し

て
も

ら
う

よ
う

広
く
働

き
か

け
る

。

・
・
・
・
中

海
を

き
れ

い
に

し
た

い
、

守
っ

て
い

き
た

い
、

と
い

う
思

い
は

、
圏

域
に

暮
ら

す
住

民
、

ま
た

、
鳥

取
島

根
両

県
、

沿
岸

市
町

な
ど

に
と

っ
て

共
通

の
願

い
。

秋
以

降
・
・
・
・
・
・
・
・
検

討
組

織
の

設
立

、
検

討
を

開
始

来
年

度
当

初
・
・
・
・
中

海
宍

道
湖

一
斉

清
掃

活
動

に
あ

わ
せ

て
制

定

提
案

主
旨

現
状

・
課

題

提
案

内
容

取
組

の
流

れ
・
・
・
・
関

係
機

関
全

体
主

な
関

係
主

体
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・
自

転
車

は
、

大
人

か
ら

子
供

ま
で

気
軽

に
乗

れ
る

乗
り

物
と

し
て

、
ま

た
近

年
、
CO

2
を

排
出

し
な

い
、

環
境

に
や

さ
し

い
乗

り
物

と
し

て
見

直
さ

れ
て

い
る

。
・
健

康
の

た
め

（
心

の
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
、

体
力

づ
く
り

）
、

ま
た

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
な

ど
、

自
転

車
の

利
用

が
拡

大
、

観
光

面
で

も
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ツ

ア
ー

な
ど

の
旅

行
商

品
も

増
え

る
な

ど
注

目
度

が
高

い
。

「
中

海
周

遊
サ

イ
ク

リ
ン

グ
の

推
進

」
～

湖
面

湖
岸

の
利

用
～

景
観

や
観

光
資

源
等

に
優

れ
た

中
海

周
辺

を
、

地
元

住
民

か
ら

海
外

の
来

訪
者

ま
で

が
サ

イ
ク

リ
ン

グ
で

楽
し

め
る

よ
う

、
周

遊
コ

ー
ス

を
提

示
す

る
な

ど
、

豊
か

な
水

辺
環

境
を

実
感

で
き

る
環

境
を

鳥
取

・
島

根
両

県
で

一
緒

に
つ

く
り

、
中

海
が

「
サ

イ
ク

リ
ン

グ
の

一
大

メ
ッ

カ
」
と

な
る

こ
と

を
目

指
す

。
（
エ

コ
な

乗
り

物
「
自

転
車

」
と

、
水

質
環

境
に

か
か

わ
り

の
深

い
「
中

海
」
を

繋
げ

、
圏

域
の

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
を

図
る

）

○
安

全
で

楽
し

く
走

れ
る

コ
ー

ス
の

設
定

○
コ

ー
ス

の
マ

ッ
プ

化
と
PR

（１
周

コ
ー

ス
、

半
周

コ
ー

ス
、

短
距

離
コ

ー
ス

な
ど

）
（
サ

イ
ク

リ
ン

グ
に

役
立

つ
周

辺
情

報
、

観
光

情
報

な
ど

も
付

加
）

○
中

海
を

楽
し

む
た

め
の

空
間

づ
く
り

○
走

り
や

す
い

環
境

づ
く
り

（休
憩

所
、

展
望

所
な

ど
の

設
置

）
（わ

か
り

や
す

い
案

内
板

・ラ
イ

ン
な

ど
の

表
示

、
危

険
個

所
の

点
検

と
整

備
）

○
ギ

ブ
ア

ッ
プ

シ
ス

テ
ム

の
構

築
○

利
便

性
の

あ
る

環
境

づ
く
り

（パ
ン

ク
な

ど
の

修
理

、
ト

イ
レ

、
（レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

の
シ

ス
テ

ム
、

電
動

ア
シ

ス
ト

付
き

自
転

車
の

導
入

）
け

が
を

し
た

と
き

な
ど

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
）

・
・
・
・
・
・
・
・
等

々

当
面

・・
・

・・
自

転
車

関
係

者
か

ら
の

意
見

聴
き

取
り

両
県

行
政

及
び

関
係

者
（警

察
、

関
連

団
体

等
含

め
て

）
に

よ
る

勉
強

会
、

検
討

会
に

よ
る

意
見

交
換

今
秋

・
・
・
・
・
・
関

係
者

に
よ

る
コ

ー
ス

設
定

の
た

め
の

試
走

（補
修

が
必

要
な

個
所

や
危

険
ポ

イ
ン

ト
な

ど
の

洗
い

出
し

）

⇒
中

海
周

辺
を

試
走

し
、

両
県

連
携

し
て

取
組

を
始

め
た

こ
と

を
Ｐ

Ｒ

・
既

存
施

設
（
道

路
、

公
園

等
施

設
、

道
の

駅
、

周
辺

店
舗

な
ど

）
が

活
用

で
き

、
コ

ー
ス

設
定

や
Ｐ

Ｒ
、

案
内

板
設

置
や

簡
単

な
道

路
舗

装
な

ど
、

比
較

的
費

用
を

か
け

ず
に

取
組

を
進

め
ら

れ
る

。
・
中

海
周

辺
を

一
つ

の
コ

ー
ス

と
し

て
両

県
で

打
ち

出
し

て
い

く
こ

と
で

一
体

感
が

高
ま

り
、

地
域

間
の

繋
が

り
も

さ
ら

に
深

ま
る

こ
と

が
期

待
で

き
る

。
・
環

境
、

健
康

、
観

光
レ

ジ
ャ

ー
な

ど
多

く
の

分
野

へ
の

拡
が

り
、

副
次

的
な

効
果

が
期

待
で

き
る

。

【
コ

ー
ス

設
定

、
マ

ッ
プ

作
製

な
ど

の
Ｐ

Ｒ
】

適
宜

・
・
・
・
道

路
管

理
者

へ
の

働
き

か
け

（
補

修
、

案
内

板
の

設
置

等
）

コ
ン

ビ
ニ

、
道

の
駅

、
駐

車
場

、
周

辺
住

民
へ

の
協

力
依

頼
専

門
誌

へ
の

掲
載

等
の
PR

記
念

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
や

大
会

の
誘

致

提
案

主
旨

現
状

・
効

果

提
案

内
容

取
組

の
流

れ

主
な

関
係

主
体

・
・
・
・
鳥

取
県

西
部

総
合

事
務

所
（西

部
県

民
局

、
西

部
県

土
整

備
局

）
・
・
・
・
島

根
県

（
土

木
部

）
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中
海

周
遊

「
EV

ｶ
ｰ

で
ｴ
ｺ
ﾂ
ｱ

ｰ
」
の

推
進

～
湖

面
湖

岸
の

利
用

～

中
海

周
辺

エ
リ

ア
に

お
い

て
電

気
自

動
車

（
EV

ｶ
ｰ

）
の

充
電

施
設

を
整

備
す

る
な

ど
、

中
海

の
水

辺
環

境
を

満
喫

し
な

が
ら

安
心

し
て

レ
ン

タ
ル
EV

ｶ
ｰ

で
走

行
・周

遊
で

き
る

環
境

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

中
海

の
水

質
と

い
う

環
境

問
題

を
身

近
に

持
つ

こ
の

中
海

圏
域

で
、

率
先

し
て

電
気

自
動

車
（
EV

ｶ
ｰ

）
の

普
及

促
進

に
取

り
組

み
、

「
環

境
に

や
さ

し
い

ま
ち

」
と

し
て
PR

を
図

る
。

○
急

速
充

電
器

な
ど

の
イ

ン
フ

ラ
整

備
⇒

利
用

者
が

安
心

し
て

中
海

圏
域

を
走

行
で

き
る

よ
う

、
高

速
充

電
器

の
設

置
な

ど
の

イ
ン

フ
ラ

を
整

備
し

、
走

行
環

境
の

向
上

を
図

る
。

圏
域

内
の

設
置

状
況

：
松

江
市

、
安

来
市

、
米

子
市

、
境

港
市

に
各

１
か

所
（
中

海
市

長
会

に
よ

る
取

組
）

（
設

置
予

定
含

む
）

由
志

園
（
観

光
施

設
）
、

西
部

総
合

事
務

所
（
鳥

取
県

米
子

市
）

○
レ

ン
タ

カ
ー

、
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
に

よ
る

利
用

シ
ス

テ
ム

の
構

築
⇒

自
治

体
な

ど
が

電
気

自
動

車
（
Ｅ

Ｖ
ｶ
ｰ

）
を

公
用

車
と

し
て

率
先

導
入

。
平

日
は

公
用

車
と

し
て

率
先

利
用

を
行

い
、

土
日

祝
日

は
、

圏
域

住
民

や
観

光
客

等
へ

レ
ン

タ
ル

す
る

な
ど

、
Ｅ

Ｖ
ｶ
ｰ

を
見

か
け

る
、

試
乗

し
て

み
る

な
ど

の
体

験
が

で
き

る
機

会
を

創
出

。

○
普

及
啓

発
・
Ｐ

Ｒ
⇒

中
海

の
水

辺
環

境
を

満
喫

し
な

が
ら

周
遊

で
き

る
ド

ラ
イ

ブ
ル

ー
ト

・
ゾ

ー
ン

の
設

定
や

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

ブ
ロ

グ
等

を
活

用
し

た
情

報
発

信
を

進
め

る
。

中
海

の
水

辺
環

境
保

全
の

取
組

と
、

環
境

に
や

さ
し

い
Ｅ

Ｖ
ｶ
ｰ

促
進

の
取

組
を

リ
ン

ク
さ

せ
、

圏
域

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

を
図

る
。

・
・
・
・
中

海
圏

域
の

一
部

に
お

い
て

は
、
EV

関
連

の
製

造
を

手
掛

け
る

事
業

者
が

進
出

を
表

明
し

て
話

題
を

呼
ぶ

な
ど

、
EV

普
及

の
機

運
が

高
ま

り
つ

つ
あ

る
。

・
・
・
・
中

海
市

長
会

で
は

、
平

成
２

３
年

度
の

新
事

業
と

し
て

、
４

市
で

圏
域

に
急

速
充

電
器

を
設

置
す

る
事

業
を

設
け

、
電

気
自

動
車

（
Ｅ

Ｖ
ｶ
ｰ

）
の

導
入

を
検

討
す

る
な

ど
、

観
光

振
興

な
ど

へ
の

利
用

も
含

め
て

、
電

気
自

動
車

（
EV

ｶ
ｰ

）
振

興
と

活
用

に
向

け
た

取
組

を
推

進
。

中
海

市
長

会
の

取
組

や
両

県
関

連
施

策
、

民
間

デ
ィ

ー
ラ

ー
の

現
在

の
取

組
・
事

業
の

さ
ら

な
る

推
進

に
向

け
て

、
関

係
機

関
で

連
携

を
取

り
な

が
ら

相
互

に
働

き
か

け
を

行
っ

て
い

く
。

提
案

主
旨

現
状

・
課

題

提
案

内
容

取
組

の
流

れ

・
・
・
・
関

係
行

政
機

関
、

デ
ィ

ー
ラ

ー
等

民
間

企
業

主
な

関
係

主
体
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「
中

海
の

藻
の

活
用

」
～

藻
の

利
活

用
～

中
海

の
水

質
汚

濁
の

原
因

の
一

つ
と

も
な

っ
て

い
る

海
藻

（
寄

り
藻

）
を

「
未

活
用

資
源

」
と

捉
え

、
新

し
い

産
業

へ
結

び
つ

け
る

。
回

収
・
湖

外
へ

の
搬

出
に

よ
り

水
質

の
浄

化
に

つ
な

げ
、

加
工

し
て

有
機

肥
料

な
ど

産
業

等
の

原
材

料
と

し
て

使
用

、
中

海
の

「
豊

富
な

栄
養

」
を

受
け

て
育

っ
た

農
産

物
を

い
た

だ
く
、

と
い

っ
た

、
新

し
い

産
業

の
創

出
と

水
質

改
善

を
と

も
に

適
え

た
資

源
循

環
の

仕
組

み

を
構

築
す

る
。

●
藻

の
回

収
：

『
海

藻
刈

り
に

よ
る

栄
養

塩
循

環
シ

ス
テ

ム
モ

デ
ル

構
築

』（
Ｈ
23

年
度

）
・
・
・
・
水

質
改

善
の

た
め

の
「
鳥

取
県

・
島

根
県

連
携

事
業

」
と

し
て

平
成

２
３

年
度

予
算

・
事

業
化

。
海

藻
の

回
収

、
計

量
及

び
利

活
用

者
へ

の
引

渡
し

、
資

源
循

環
シ

ス
テ

ム
の

効
果

検
証

を
委

託
事

業
と

し
て

公
募

し
て

民
間

へ
委

託
、

「海
藻

農
法

普
及

協
議

会
」（

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

農
業

者
、

漁
業

者
、

飲
食

・小
売

業
者

、
海

藻
肥

料
製

造
業

者
、

鳥
取

県
西

部
総

合
事

務
所

で
構

成
）（

境
港

市
）、

「Ｎ
Ｐ

Ｏ
自

然
再

生
セ

ン
タ

ー
」（

松
江

市
）が

事
業

実
施

中
。

藻
の

活
用

：
『
海

藻
農

法
に

よ
る

農
業

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

』（
H
23

.7
～
H
25

.3
の

２
ヶ

年
）

・
・
・
・
「
海

藻
農

法
普

及
協

議
会

」
に

よ
り

、
「
新

し
い

公
共

の
場

づ
く
り

の
た

め
の

モ
デ

ル
事

業
」
と

し
て

実
施

（
鳥

取
県

事
業

採
択

）
。

「海
藻

農
法

」に
よ

り
中

海
の

環
境

改
善

と
農

業
の

再
生

を
目

指
す

。
＜

主
な

事
業

＞
・海

藻
農

法
講

習
の

実
施

、
海

藻
肥

料
に

よ
る

生
育

状
況

の
確

認
、

報
告

・ブ
ラ

ン
ド

化
等

高
付

加
価

値
化

に
向

け
た

支
援

・海
藻

農
法

に
よ

り
生

育
し

た
農

産
物

の
販

路
開

拓
・販

売
⇒

「中
海

の
海

藻
に

関
す

る
意

見
交

換
会

」の
開

催
両

県
環

境
、

農
林

、
公

設
試

等
が

参
加

し
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

等
と

意
見

交
換

（海
藻

分
布

・現
存

量
調

査
、

海
藻

肥
料

の
施

用
の

効
果

検
証

等
）

●
活

用
の

普
及

：
『
藻

の
回

収
等

住
民

参
加

型
イ

ベ
ン

ト
』（
H
23

年
度

）
・
・
・
・
島

根
県

が
取

り
組

ん
で

き
た

藻
刈

り
体

験
イ

ベ
ン

ト
を

鳥
取

県
も

実
施

。
地

域
住

民
、

関
係

者
が

実
体

験
と

学
習

を
通

じ
て

中
海

・宍
道

湖
の

物
質

循
環

に
よ

る
水

質
浄

化
の

仕
組

み
を

理
解

。

●
調

査
研

究
：

『
藻

の
産

業
利

用
に

係
る

調
査

研
究

事
業

』（
H
23

年
度

～
）

・
・
・
・
健

康
食

品
等

へ
の

利
用

な
ど

、
「
藻

」
の

産
業

へ
の

有
効

活
用

を
視

野
に

し
た

調
査

研
究

（
島

根
県

側
事

業
）

●
そ

の
他

利
用

：
『
牧

草
栽

培
へ

の
藻

の
活

用
』（
N
PO

自
然

再
生

セ
ン

タ
ー

等
）（

島
根

県
側

事
業

）
『道

路
植

栽
等

へ
の

藻
の

活
用

』（
鳥

取
県

西
部

総
合

事
務

所
）

提
案

主
旨

提
案

内
容

主
な

関
係

機
関

・
・
・
・
鳥

取
県

西
部

総
合

事
務

所
（
西

部
県

民
局

）

取
組

の
流

れ
現

在
、

海
藻

の
農

業
等

で
の

産
業

活
用

に
向

け
た

取
組

を
行

っ
て

い
る

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

の
活

動
を

、
側

面
支

援
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
、

協
働

、
な

ど
様

々
な

か
た

ち
で

強
力

に
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
い

く
。

中
海

・
宍

道
湖

に
か

か
わ

る
鳥

取
島

根
両

県
連

携
事

業
と

し
て

予
算

化
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「
（
仮

）
中

海
エ

シ
カ

ル
フ

ー
ド

の
開

発
・
提

供
」

～
食

文
化

～

か
つ

て
中

海
で

多
く
水

揚
げ

さ
れ

、
地

域
の

食
文

化
を

形
成

し
て

い
た

、
各

種
の

水
産

物
を

使
っ

た
メ

ニ
ュ

ー
を

開

発
し

、
食

文
化

を
復

活
さ

せ
る

。
提

供
（
食

材
・
加

工
品

）
価

格
に

「
中

海
環

境
募

金
」
と

し
て

数
％

の
一

定
額

を
上

乗
せ

し
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
活

動
等

へ
の

支
援

金
と

す
る

な
ど

、
環

境
意

識
の

醸
成

と
、

中
海

産
の

恵
み

を
循

環
利

用
す

る
取

り
組

み

と
し

て
、

『
中

海
版

エ
シ

カ
ル

フ
ー

ド
』
の

展
開

を
目

指
す

。

●
特

徴
あ

る
「
中

海
産

」
食

材
に

つ
い

て
は

、
現

在
、

「供
給

面
」
で

課
題

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

ま
ず

は
、

「啓
発

・
Ｐ

Ｒ
」
効

果
を

狙
っ

た
取

組
（
公

共
施

設
食

堂
や

給
食

で
の

提
供

等
）
か

ら
ス

タ
ー

ト
。

・
特

徴
的

な
「中

海
産

品
」に

つ
い

て
、

幅
広

く
情

報
収

集
（生

産
者

、
卸

売
り

業
者

、
加

工
業

者
と

の
意

見
交

換
、

水
揚

量
、

流
通

等
の

聞
き

取
り

調
査

）

・
一

部
の

民
間

提
供

者
、

中
海

の
「食

」を
広

げ
る

活
動

を
行

っ
て

い
る

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

と
意

見
交

換
（新

メ
ニ

ュ
ー

の
開

発
、

Ｐ
Ｒ

に
効

果
的

な
提

供
方

法
等

に
つ

い
て

協
議

、
海

藻
の

活
用

を
含

む
）

・
県

庁
に

入
居

す
る

食
堂

事
業

者
を

は
じ

め
、

学
校

給
食

や
公

共
施

設
入

居
民

間
食

堂
経

営
者

な
ど

へ
の

働
き

か
け

・
提

供
施

設
と

提
供

メ
ニ

ュ
ー

の
決

定

・
取

組
を

Ｐ
Ｒ

。
あ

わ
せ

て
、

中
海

産
品

を
使

っ
た

メ
ニ

ュ
ー

の
募

集
や

創
作

料
理

コ
ン

テ
ス

ト
、

圏
域

で
開

催
さ

れ
る

各
種

イ
ベ

ン
ト

で
の

提
供

な
ど

も
検

討
。

・
販

売
す

る
中

海
産

食
材

（弁
当

、
加

工
品

、
原

材
料

等
）に

つ
い

て
、

一
定

の
「環

境
募

金
」を

上
乗

せ
す

る
よ

う
な

取
り

組
み

も
あ

わ
せ

て
検

討
（
環

境
関

係
の
N
PO

活
動

等
を

支
援

）

●
中

海
の

水
産

物
の

「復
権

」を
目

指
し

て
、

漁
業

資
源

の
復

活
や

未
利

用
資

源
の

活
用

等
と

も
あ

わ
せ

、
息

の
長

い
取

組
に

。
●

食
べ

る
こ

と
が

、
「中

海
」の

環
境

保
全

・再
生

に
も

繋
が

る
と

い
う

住
民

意
識

醸
成

を
図

る
仕

組
み

づ
く
り

も
必

要
。

・・
・・

中
海

産
の

水
産

物
は

、
か

つ
て

サ
ル

ボ
ウ

貝
な

ど
全

国
の

中
で

も
一

大
産

地
と

な
っ

て
い

た
が

、
近

年
は

、
水

質
環

境
の

変
化

等
に

よ
り

水
揚

げ
が

大
幅

に
減

少
。

・・
・・

宍
道

湖
中

海
七

珍
対

決
イ

ベ
ン

ト
や

一
部

の
料

理
店

で
の

提
供

の
動

き
も

あ
る

が
、

十
分

な
食

材
の

「供
給

」に
課

題
が

あ
る

こ
と

な
ど

か
ら

、
関

心
や

利
用

は
低

い
状

況
（「

懐
か

し
い

も
の

」
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

）
。

～
エ

シ
カ

ル
（
et
hi
ca
l）

と
は

～
「
倫

理
的

な
」
「
道

徳
的

な
」
と

い
う

意
味

だ
が

、
近

は
「
地

球
環

境
や

社
会

に
配

慮
し

て
い

る
」

と
い

う
意

味
で

使
用

。

提
案

主
旨

現
状

・
課

題

取
組

の
内

容
・
流

れ

主
な

関
係

主
体

・
・
・
・
官

庁
食

堂
関

係
機

関
等
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「
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

に
よ

る
情

報
発

信
」

～
一

体
感

の
醸

成
～

中
海

・宍
道

湖
に

か
か

わ
る

環
境

活
動

を
中

心
と

し
た

行
事

や
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

情
報

を
集

約
し

、
ま

た

発
信

す
る

た
め

の
拠

点
と

し
て

「ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
」を

立
ち

上
げ

る
。

＜
鳥

取
島

根
両

県
で

平
成

２
３

年
度

『
【
鳥

取
・
島

根
連

携
】
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

普
及

・
啓

発
事

業
』
と

し
て

予
算

化
。

現
在

､仕
組

み
を

検
討

中
＞

○
応

援
団

を
会

員
と

し
て

、
中

海
・
宍

道
湖

関
連

催
事

の
情

報
集

約
と

発
信

の
拠

点
と

す
る

。

⇒
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

登
録

５
周

年
記

念
事

業
を

契
機

に
、

応
援

団
と

し
て

賛
同

を
得

た
企

業
等

１
６

３
社

と
つ

な
が

り
、

更
な

る
広

が
り

を
作

る
。

⇒
メ

ー
ル

配
信

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
し

、
県

民
参

加
の

活
動

の
輪

を
広

げ
、

楽
し

み
、

自
然

再
生

に
つ

な
げ

る
。

(ア
ダ

プ
ト

、
海

藻
堆

肥
、

一
斉

清
掃

、
ア

マ
モ

造
成

、
稚

魚
放

流
、

エ
コ

セ
ー

リ
ン

グ
等

)

 
 
 
  こ

れ
を

み
れ

ば
、

中
海

の
関

連
情

報
が

わ
か

る
、

参
加

で
き

る
サ

イ
ト

を
目

指
す

・
・
・
・
中

海
を

め
ぐ

っ
て

は
、

広
く
Ｎ

Ｐ
Ｏ

や
地

域
住

民
、

行
政

機
関

等
な

ど
が

、
多

種
多

様
な

内
容

の
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

・
・
・
・
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

登
録

５
周

年
記

念
事

業
の

実
施

に
際

し
、

参
加

し
た

関
係

者
の

間
で

は
い

ろ
い

ろ
な

情
報

共
有

が
さ

れ
、

県
境

を
越

え
た

環
境

保
全

等
の

意
識

啓
発

や
施

策
の

新
た

な
提

案
な

ど
、

多
く
の

効
果

が
あ

っ
た

と
こ

ろ
。

・
・
・
・
こ

う
し

た
「
人

」
や

「
情

報
」を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
じ

て
繋

げ
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
こ

と
が

可
能

。

現
在

進
行

中
・
・
・
･・

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
作

成
業

者
選

定
作

業
中

、
運

営
の

方
法

等
に

つ
い

て
関

係
者

間
で

協
議

秋
口

ご
ろ

・
・
・
・
・
・
・
お

お
む

ね
１

０
月

に
立

ち
あ

げ
、

運
営

開
始

随
時

・
・
・
・
・
・
・
･･

・
・
情

報
の

収
集

、
集

約
、

発
信

提
案

主
旨

現
状

・
課

題

提
案

内
容

取
組

の
流

れ
主

な
関

係
主

体

実
施

主
体

・
・
・
・
鳥

取
県

（
生

活
環

境
部

）
島

根
県

（
環

境
生

活
部

）

中
海

・
宍

道
湖

に
か

か
わ

る
鳥

取
島

根
両

県
連

携
事

業
と

し
て

予
算

化
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「
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

普
及

啓
発

の
取

組
」

～
環

境
教

育
～

鳥
取

・
島

根
両

県
で

、
貴

重
な

財
産

で
あ

る
中

海
・宍

道
湖

を
守

り
、

有
効

に
活

用
す

る
意

識
を

醸
成

す
る

た
め

、

地
域

住
民

や
次

代
を

担
う

子
ど

も
た

ち
の

参
加

に
よ

る
普

及
啓

発
事

業
を

実
施

す
る

。

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
登

録
５

周
年

記
念

事
業

で
得

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
や

環
境

意
識

を
単

発
で

終
わ

ら
せ

る
こ

と
な

く
、

両
県

連
携

に
よ

り
継

続
し

て
取

り
組

ん
で

い
く
。

●
『
こ

ど
も

ラ
ム

サ
ー

ル
全

国
湿

地
交

流
会

』
（
Ｈ
23

年
度

鳥
取

・島
根

連
携

事
業

と
し

て
予

算
・事

業
化

）
⇒

次
世

代
を

担
う

リ
ー

ダ
ー

育
成

を
目

的
に

、
全

国
か

ら
湿

地
に

関
す

る
活

動
を

実
践

す
る

子
ど

も
た

ち
を

中
海

・宍
道

湖
へ

招
へ

い
し

、
交

流
・
学

習
・
視

察
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

体
験

す
る

。
[日

時
]：

Ｈ
２

３
．

１
０

．
８

～
１

０
（予

定
）

[招
へ

い
]：

「
琵

琶
湖

、
豊

岡
」
(コ

ウ
ノ

ト
リ

の
飛

行
ル

ー
ト
)及

び
「谷

津
干

潟
」
(都

会
に

お
け

る
自

然
活

動
の

視
点
)で

検
討

●
『
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

リ
レ

ー
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
』

（
Ｈ
23

年
度

鳥
取

・島
根

連
携

事
業

と
し

て
予

算
・事

業
化

）
⇒

両
県

で
リ

レ
ー

ト
ー

ク
的

に
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

す
る

。

＜
実

施
事

業
（
案

）
＞

８
／

１
２

「昔
の

中
海

」（
む

き
ば

ん
だ

史
跡

公
園

）
９

／
２

５
「出

雲
風

土
記

に
見

る
中

海
・宍

道
湖

周
辺

の
生

活
」（

道
の

駅
渚

公
園

）
１

０
／

８
－

１
０

「全
国

こ
ど

も
ラ

ム
サ

ー
ル

」（
米

子
水

鳥
公

園
）

１
１

／
１

３
「
中

海
・
宍

道
湖

の
自

然
と

そ
の

歴
史

（
ツ

ア
ー

・
意

見
交

換
）
」
（
宍

道
湖

・
中

海
）

１
２

／
２

６
「今

の
中

海
を

感
じ

よ
う

！
」（

米
子

水
鳥

公
園

～
米

子
キ

タ
ロ

ウ
空

港
）

２
／

１
８

「汽
水

域
の

魚
た

ち
・こ

ど
も

ラ
ム

サ
ー

ル
発

表
」（

く
に

び
き

メ
ッ

セ
）

・
・
・
・
平

成
２

２
年

度
は

鳥
取

県
と

島
根

県
が

連
携

し
て

、
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

登
録

５
周

年
記

念
事

業
を

実
施

。
（
展

示
会
6,
30

0名
、

シ
ン

ポ
45

0名
）

・
・
・
・
ラ

ム
サ

ー
ル

関
係

事
業

で
両

県
共

同
の

取
組

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
準

備
等

で
の

協
働

や
関

係
者

間
の

交
流

を
通

じ
て

多
く

の
情

報
が

共
有

で
き

、
県

境
を

越
え

た
環

境
保

全
等

の
意

識
啓

発
や

施
策

の
新

た
な

提
案

な
ど

、
多

く
の

効
果

が
あ

っ
た

。
⇒

ラ
ム

サ
ー

ル
関

係
事

業
趣

旨
賛

同
16

3団
体

・
・
・
・
賢

明
利

用
推

進
の

手
段

と
し

て
、

交
流

・
学

習
・
普

及
啓

発
は

、
継

続
性

が
重

要
。

提
案

主
旨

現
状

・
課

題

取
組

の
内

容

主
な

関
係

主
体

・
・
・
・
鳥

取
県
(生

活
環

境
部

）、
島

根
県

（環
境

生
活

部
）

中
海

・
宍

道
湖

に
か

か
わ

る
鳥

取
島

根
両

県
連

携
事

業
と

し
て

予
算

化
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「
日

本
風

景
街

道
の

推
進

」
～

湖
面

湖
岸

の
利

用
～

中
海

・宍
道

湖
・大

山
圏

域
に

お
け

る
日

本
風

景
街

道
活

動
「人

間
文

化
の

原
風

景
～

神
仏

の
通

ひ

路
～

」を
県

境
を

越
え

て
推

進
す

る
。

○
現

在
、

鳥
取

・
島

根
両

県
に

ま
た

が
り

中
海

・
宍

道
湖

・
大

山
に

隣
接

す
る

１
０

の
市

町
で

、
国

道
９

号
線

や
国

道
４

３
１

号
線

な
ど

中
海

・
宍

道
湖

を
囲

む
「
水

辺
ル

ー
ト

」
や

、
寺

社
を

結
ぶ

「
神

仏
の

通
ひ

路
ル

ー
ト

」
な

ど
を

、
「
人

間
文

化
の

原
風

景
～

ご
縁

を
つ

な
ぐ

神
仏

の
通

ひ
路

」
と

し
て

登
録

済
み

。

○
島

根
県

ウ
ｫ
ー

キ
ン

グ
協

会
や

Ｎ
Ｐ

Ｏ
大

山
中

海
観

光
推

進
機

構
に

代
表

さ
れ

る
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
の

活
動

団
体

が
主

体
と

な
っ

て
、

地
域

に
あ

る
豊

か
な

自
然

や
歴

史
的

資
源

を
道

路
利

用
者

が
体

感
し

楽
し

む
た

め
の

地
域

づ
く
り

活
動

（
＝

日
本

風
景

街
道

活
動

「
人

間
文

化
の

原
風

景
～

ご
縁

を
つ

な
ぐ

神
仏

の
通

ひ
路

～
」
）
を

実
施

中
。

○
平

成
22

年
度

に
は

、
島

根
県

が
島

根
県

内
の

風
景

街
道

ル
ー

ト
（
国

道
9号

、
国

道
43

1号
な

ど
）
に

ル
ー

ト
案

内
看

板
や

二
十

社
寺

案
内

看
板

の
設

置
、

道
の

駅
「
本

庄
」
に

お
け

る
ビ

ュ
ー

ス
ポ

ッ
ト

整
備

等
の

道
路

環
境

整
備

を
実

施
。

○
今

後
、

両
県

で
連

携
し

な
が

ら
、

案
内

看
板

の
充

実
及

び
ビ

ュ
ー

ス
ポ

ッ
ト

の
追

加
整

備
等

を
行

っ
て

い
く
。

＜
日

本
風

景
街

道
＞

と
は

・
・
・
・
国

民
的

な
原

風
景

を
創

成
す

る
運

動
を

促
し

、
観

光
の

振
興

や
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
・
・
・
・
道

路
や

沿
道

を
「
風

景
街

道
」
と

し
て

登
録

し
、

景
観

自
然

、
歴

史
、

文
化

等
の

地
域

資
源

や
個

性
を

活
か

し
た

地
域

の
活

動
（道

の
駅

の
整

備
、

地
域

の
人

々
に

よ
る

植
栽

・清
掃

、
景

観
を

楽
し

む
た

め
の

美
し

い
街

道
づ

く
り

な
ど

）を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
。

提
案

主
旨

現
状

・
課

題

提
案

内
容

取
組

の
流

れ
現

在
進

行
中

主
な

関
係

機
関

・
・
・
・
鳥

取
県

西
部

総
合

事
務

所
（
西

部
県

土
整

備
局

）
島

根
県

（
土

木
部

）

既
に

登
録

し
て

い
る

「
日

本
風

景
街

道
」
を

中
海

会
議

で
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
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そ
の

他
の

利
活

用
ア

イ
デ

ア
案

～
検

討
中

～

中
海
ワ
イ

ズ
ユ
ー

ス
住

民
活
動
推

進
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

中
海

圏
域

の
住

民
か

ら
、

中
海

の
賢

明
利

用
企

画
の

提
案

を
公

募
す

る
。

自
然

環
境

と
調

和
し

広
く
圏

域
住

民
が

中
海

の
恵

み
を

享
受

で
き

る
も

の
で

あ
れ

ば
分

野
を

問
わ

な
い

。
「
自

ら
実

施
部

門
」
と

「
提

案
部

門
」
を

設
け

、
間

口
を

広
げ

る
。

住
民

自
身

が
、

未
来

志
向

で
楽

し
い

企
画

を
考

え
、

や
っ

て
み

る
こ

と
で

、
中

海
へ

の
関

心
や

気
運

を
盛

り
上

げ
る

。

マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ

・
レ

ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

の
拠

点
づ
く
り

ウ
ィ

ン
ド

サ
ー

フ
ィ

ン
、

シ
ー

カ
ヤ

ッ
ク

、
ボ

ー
ト

な
ど

の
マ

リ
ン

ス
ポ

ー
ツ

、
釣

り
な

ど
の

レ
ク

リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

エ
リ

ア
と

し
て

、
充

実
さ

せ
る

。
「
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
」
「
参

加
」
「
観

覧
」
と

い
っ

た
活

動
が

楽
し

め
る

エ
リ

ア
に

す
る

た
め

に
は

親
水

空
間

と
設

備
（
休

憩
ス

ペ
ー

ス
、

駐
車

場
、

水
道

、
ト

イ
レ

等
）
の

整
備

が
必

要
。

環
日
本
海
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

in
  Ｎ

Ａ
Ｋ

Ａ
Ｕ

Ｍ
Ｉ

「
皆

生
ト

ラ
イ

ア
ス

ロ
ン

」
の

姉
妹

大
会

と
し

て
「
中

海
ト

ラ
イ

ア
ス

ロ
ン

」
を

創
設

す
る

。
「中

海
湖

岸
周

遊
コ

ー
ス

」
を

設
定

し
て

、
新

た
な

風
景

（
江

島
架

橋
、

中
海

大
橋

、
風

車
、

大
山

、
中

海
等

）
を

感
じ

、
実

際
に

中
海

を
泳

ぐ
こ

と
で

水
質

を
実

感
し

て
も

ら
う

。
道

の
駅

も
活

用
し

、
「
中

海
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

」
と

リ
ン

ク
さ

せ
る

。

Ｅ
Ｃ

Ｏ
シ

ッ
プ

コ
ン

テ
ス

ト
in

  Ｎ
Ａ

Ｋ
Ａ

Ｕ
Ｍ

Ｉ

中
海

周
辺

に
は

、
電

気
関

係
事

業
や

高
等

教
育

機
関

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

施
設

等
、

「
電

気
」
に

ま
る

わ
る

関
連

事
業

が
集

積
し

て
い

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
環

境
に

や
さ

し
い

「
電

気
」
と

「
水

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

、
中

海
で

利
用

の
多

い
「
小

型
船

」
「
ボ

ー
ト

」
を

対
象

と
し

た
開

発
参

加
型

の
大

会
を

創
設

す
る

（
「
琵

琶
湖

の
鳥

人
間

コ
ン

テ
ス

ト
」
に

対
抗

）
。

人
力

発
電

部
門

、
ソ

ー
ラ

ー
船

部
門

な
ど

を
設

け
る

な
ど

趣
向

を
凝

ら
す

。

環
境
負
荷
の
軽
減
行
動
の
指
標
化

～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～

清
掃

活
動

、
藻

の
除

去
、

下
水

道
接

続
な

ど
の

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

団
体

活
動

や
市

民
生

活
行

動
が

、
中

海
の

水
質

に
プ

ラ
ス

、
マ

イ
ナ

ス
の

貢
献

し
て

い
る

関
係

を
解

り
易

く
す

る
た

め
、

数
値

又
は

指
標

化
す

る
。

学
習

教
材

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

反
映

し
、

関
係

性
の

自
覚

と
水

質
環

境
貢

献
行

動
へ

の
や

り
が

い
を

生
む

。

(例
)

海
藻

、
川

藻
の

水
中

か
ら

の
引

き
上

げ
10

0k
g 
⇒

○
○

生
活

排
水

が
流

れ
る

側
溝

の
清

掃
10

0m
 ⇒

○
○

下
水

道
に

接
続

1軒
⇒

○
○

有
機

農
業

化
1反

⇒
○

○
食

べ
残

し
を

排
水

に
直

接
流

さ
な

い
36

5日
⇒

○
○

水
辺

で
遊

ん
で

「
大

切
な

環
境

」
と

感
じ

る
⇒

○
○

等

高
等

教
育

機
関

と
連

携
し

た
人

材
育

成

大
学

と
行

政
が

連
携

し
て

、
中

海
に

愛
着

や
興

味
が

あ
る

人
な

ど
を

対
象

に
、

人
材

育
成

講
座

、
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

養
成

講
座

を
開

催
す

る
。

一
定

期
間

継
続

し
て

開
催

し
、

修
了

者
に

は
証

書
や

称
号

な
ど

(『
中

海
の

達
人

』
『
中

海
案

内
人

』
『
中

海
の

料
理

人
』
な

ど

分
野

に
応

じ
て

）
を

授
与

す
る

。
中

海
に

関
す

る
「
学

び
」
を

通
し

て
、

受
講

者
に

生
涯

学
習

的
な

充
実

感
を

得
て

い
た

だ
く
と

と
も

に
環

境
へ

の
意

識
を

高
め

、
地

域
へ

の
愛

着
を

深
め

て
も

ら
い

、
環

境
活

動
等

の
場

で
活

躍
し

て
も

ら
う

。

中
海

周
遊

船
の

運
航

支
援

中
海

を
両

県
に

ま
た

が
っ

て
周

遊
す

る
観

光
船

の
運

航
支

援
を

、
周

辺
自

治
体

で
連

携
し

て
行

う
こ

と
を

検
討

。
イ

ベ
ン

ト
的

な
一

定
時

期
の

限
定

実
施

、
イ

ベ
ン

ト
と

の
タ

イ
ア

ッ
プ

な
ど

の
方

法
を

検
討

。
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第２回「中海会議」開催（案）等について 

 

１．会議開催概要（案） 

 １）日時：平成２３年８月２３日（火） １４：００～１６：００ 

 ２）場所：島根県立産業交流会館（くにびきメッセ）、国際会議場 

       住所：松江市学園南一丁目２－１ 

 ３）議題（案） 

   ・要綱改正（案）について 

   ・部会、ワーキンググループからの報告事項について 

   ・その他（情報提供等） 

  

４）添付資料（案） 

   ・議事次第 

   ・出席者名簿（構成員、随行）および配席図 

   ・「中海会議」設置要綱および各部会、ワーキンググループ設置要綱 

   ・議事録（概要）・・・第１回中海会議、第１～３回幹事会 

   ・中海会議要綱改正（案） 

   ・部会、ワーキンググループからの報告事項 

   ・その他（情報提供等） 

 

２．第２回「中海会議」後について 

   ・第２回「中海会議」での議事を受け、引き続き、部会、ワーキンググループにお 

いて協議・検討を行う。 

・各部会、ワーキンググループでの協議・検討状況を見ながら、幹事会を中心に、協議・

検討を進める。（年度内に、最低１回） 

 ※具体的な会議開催時期等については、今後、事務局で調整する。 

 

３．その他 

 １）「中海会議」関連情報のホームページでの公開について 

・Ｈ２３年５月に、島根県（政策企画監室）のホームページに関連情報を掲載。 

http://www.pref.shimane.lg.jp/seisaku/nakaumikaigi/nakaumikaigigaiyou.html 

 

※ 各機関のホームページに、リンク対応等お願いしたい。 
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